
文化部活動改革（部活動の地域移行に向けた実証事業等） 成果報告書 概要令和
6年度地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業

地域文化クラブ活動等の概要

自治体の課題、現状 地域移行関連の取組、成果

運営体制図

北海道標茶町

運営体制図を挿入
※運営体制図例を参照

・地域全体の課題は、人口減少及び少子高齢化が進行しており、大多数
の町が消滅の可能性があると叫ばれている中で、いかにして地域の実情に
合った方法で移行を進めていくかが問題となっております。
・地域移行の取組の現状は、今年度先行して１つの部活動の地域移行
を実施しました。
・地域移行進める上での課題は、指導者確保の問題、活動する生徒の移
動手段の問題、財源確保や費用負担の問題、運営母体の問題等、
様々な問題が山積しています。

・町独自で指導者バンクを立ち上げ、１名の登録をいただいた。ただ、依然と
して指導者の確保が課題となっており継続した取組が必要。
・生徒の数が減少してきており、それにより部活動をする生徒の数も減少。
部活動の今後の在り方や従来の部活動にはない種目や活動などやってみた
いと思っているものを把握するためアンケート調査を実施した。アンケートでは
部活動をやりたいと思ってもやりたい部活動がないということや、やってみたい
活動として美術部や茶道部をやりたいという声があり、活動の多様性の検討
も必要となってくることがわかった。

中学校数 ３ 校 全生徒数 １８８ 人

域内の
部活動数 １ 部 実施した

地域クラブ数 １ クラブ

全体の
指導者数 ３ 人 全体の

運営スタッフ数 ２ 人

主な
運営団体 標茶町教育委員会

主な種目 吹奏楽

平均的な
活動回数 ４回/月 年間平均

参加生徒実数

３年： 8人/クラブ

２年：10人/クラブ

１年： 8人/クラブ

参加会費 ０円/年 主な活動場所 標茶中学校


	標茶町

